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2002 年 7 月 ~8 月に近畿圏に在住する大学生及び専門学校生 285 名を対象に、質問紙調査を
行った(回収率 71.3%)。そのうち 263名を分析対象とした(有効回答率92.3%)。分析対象者















について検討した。分析には汎用統計パッケージ SPSS10.0J(SPSS Inc， 2001)、 SEFA









Fac!or1 Fac!or2 Fac!or3 Fac!or4 
第1因子:尽力 (=.74) Fitind眠 GFI=1.00AGFI=.99 CFI=1.00 IFI=1.00 
何事に対しても努力する .ー12 .ー19 .18 
目標に向かつてあきらめない ..00 .ー00 ..00 
最後まで決してあきらめない ..00 .00 .13 
つらくてもがんばらなければと思う 。 ..00 .ー00
何事にも向上心を持って取り組む .16 .22 .ー00













1つのことに対して集中力が続かない ..11 .00 .00 
何に対してもすぐあきてしまう .18 .00 ..00 
1つのことに打ち込める .18 .ー00 -.00 
粘り強いと思う .21 .00 .17 
いやなことがあると逃げてしまう .20 .00 .18 
? ?































































































































性 self目efficacy尺度(GSE旬、原因帰属を測定する村上 (1989)の質問項目における LOCUS
次元を用いた。
達成動機尺度とは、価値ある仕事に挑戦し、それを成し遂げようとする傾向の強さを測定す



















さらに、フェイスシートに健康状態を問う項目や、生活習慣を問う項目 (BellocN.B. & 
Breslow J. 1972)を含めた。健康状態は 5件法で回答を求め、 JI頂に「いたって良好」に l点、










気力 達成 課成 課失 人成 人失 S.E. 
気力 1 0.50*公安 ー0.22*女合 ・0.10 司0.20*** 0.00 0.59会*会
達成 1 ー0.23*** -0.19*公安 ー0.16** -0.12会 0.27*** 
課成 1 0.41 *** 0.36安土* 0.07 -0.18** 
課失 l 0.04 0.42合会合 ー0.08
人成 1 0.11 -0.24*** 
人失 1 0.05 
S.E. l 
** p<.OOl * pく.01 *pく.05
達成:達成動機、課成:課題成功、課失:課題失敗、
人成:対人成功、人失:対人失敗、 S.E.: self-eficacy 
るため、相関分析を行った。また気力のどの因子が達成動機や原因帰属、 self-efficacyに影響
を与えているのかを検証するために、独立変数を気力の 4因子、従属変数を達成動機、原因帰
属の 4つの状況、 self-efficacyとして、重回帰分析を 6固にわたって行った。分析には、汎用



















表4 気力各国子が達成動機、原因帰属、 self-efficacyに与える影響 (重回帰分析結果〉
独立変数 達成動機
従属変数
課題成功課題失敗対人成功対人失敗 s. E. 
尽力 0.48*会* ー0.17会 ー0.04 0.02 0.02 0.00 
精力 0.29**会 -0.08 0.01 ー0.11 0.12 0.29犬女*
克服 0.15会 ー0.13 -0.15安 -0.09 ー0.13 0.42*六*
継続 ー0.27犬*女 0.10 0.05 ー0.08 ー0.01 0.07 
R2 0.38合公安 0.05*** 0.01 0.03女 0.01 0.40*女*
*林p<.OOl ** pく.01 * p<.05 








気力 尽力 精力 克服 継続 健康状態 生活習慣
気力 1.00 0.82*会 0.76** 0.74土台 0.79*合 ー0.31土台 0.26*女
尽力 1.00 0.47会* 0.52 ** 0.58 ** -0.17** 0.18士*
精力 1.00 0.38士* 0.42犬* -0.46会* 0.17** 
克服 1.00 0.46** -0.15 ** 0.12* 
継続 1.00 -0.15* 0.33*士
健康状態 1.00 -0.25 ** 
生活習慣 1.00 
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